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ワ
ク
ワ
ク
を
お
客
様
と
作
っ
て
い
き
た
い
。

「
心
が
動
く
」
そ
ん
な
新
し
い
価
値
を
。

Professional – どこよりも正確に。

著作権のプロフェッショナルとして、文献の取り寄
せから文献の提供支援、二次利用許諾取得の手続き、
文献に纏わる様々な業務請負を、どこよりも正確か
つ丁寧に支援します。

Transparency – “透明性”を使いこなす。

これからは、優れた報告や適切な情報開示が求め
られます。透明性を向上させるだけでなく、変化
を促進するために、関わる全ての人々との関係を
適切に保ち、情報の発信過程の透明性を確保する
よう最大限の努力をします。

Innovation – 新たな価値を模索。

長年培った医薬・製薬・学術における業務ノウハウ
と、デジタル技術を駆使し、お客さまとの協創を通
じて、スピーディに価値を創出するためのソリュー
ションやサービス、ビジネスへの支援を惜しみませ
ん。

Values 
わたしたちの強み

Usable – “実務に活きる” アドバイスを。

著作権法の考え方のみならず、現場レベルの実務運
用や職場で発生する諸問題について、リストを適切
に評価したうえで、クライアントにとって最良のア
ドバイスを提供します。



Message
トップメッセージ

お客様のハートを射抜くような新しいことがやりたい。

そんな思いで設立した会社です。

仕
事
に
お
い
て
、
一
番
心
が
震
え

る
の
は
、
自
分
の
提
案
で
あ
っ
た
り
、

受
け
答
え
が
、
明
ら
か
に
お
客
様
の

心
に
響
い
た
。
お
客
様
の
ハ
ー
ト
を

射
抜
い
た
。
と
い
う
手
ご
た
え
を
実

感
す
る
瞬
間
で
す
。
こ
の
瞬
間
は
、

溢
れ
出
る
わ
く
わ
く
が
抑
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
ど
う
や
っ
て
お
客

様
の
ハ
ー
ト
を
射
抜
こ
う
か
と
考
え

て
い
る
時
間
も
大
好
き
で
す
。

お
客
様
の
期
待
を
ど
の
よ
う
に
越

え
よ
う
か
な
、
ど
う
す
れ
ば
驚
い
て

も
ら
え
る
か
な
と
考
え
て
い
る
間
は
、

自
分
が
い
た
ず
ら
っ
子
に
な
っ
た
よ

う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
て
い
る

う
ち
に
、
そ
の
瞬
間
が
来
る
の
を
待

ち
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

い
た
ず
ら
っ
子
の
よ
う
な
笑
顔
で
お

客
様
の
ハ
ー
ト
を
射
抜
き
た
い
ん
で

す
。株

式
会
社G

EN
RYU

は
、
著
作

権
許
諾
取
得
や
医
学
情
報
の
入
手
や

検
索
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
い
っ

た
事
業
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
想
い
を
素
晴
ら
し
い
仲

間
と
共
有
し
、
実
現
す
る
会
社
で
す
。

会
社
名
で
あ
る

「G
EN

RYU

」
は
、
水

が
沸
き
出
る
と
こ
ろ
を
意

味
す
る
「
源
流
」
の
ロ
ー

マ
字
表
記
で
す
。
源
流
と

い
う
言
葉
の
通
り
、
湧
き

出
る
新
し
い
視
点
や
ア
イ

デ
ア
を
事
業
に
込
め
つ
つ
、

お
客
様
の
日
常
に
お
い
て

「
水
」
の
よ
う
に
当
た
り

前
に
、
で
も
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
常
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
を
目
指
し
て

想
い
を
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
有

し
、
実
現
す
る
会
社
で
す

Future 
私たちにできること

医学薬学情報の収集、著作権対応からデータベース開発
支援など医療関係の皆様の様々なお悩みにお応えします。

コンサルティング相談 / 著作権許諾取得 / リプリント(別刷り)
ドキュメントデリバリー / データベース検索 / SDI検索

システム企画開発・導入 / 学術集会演題リサーチ / 紙文書電子化
著作権相談 / 著作権研修・講演会

System

Consulting

Copyright

Document delivery

Search

And next...

1979年宮城県生まれ。中央大学文学部（社会情報学コース情報
コミュニケーション専攻）卒業後、同大学院に入学。
文学部 社会情報学コース 図書館情報学を学び、在学中、株式
会社インフォレスタ(旧：株式会社伸樹社)にアルバイト採用さ
れ同年正社員に登用。
2020年株式会社インフォレスタの副社長に就任。
2022年には株式会社インフォレスタを独立の為退社。
同年4月株式会社GENRYU設立。

CEO Profile 
代表プロフィール

千葉裕介 Yusuke Chiba

株式会社GENRYU 代表取締役 社長 千葉裕介

株式会社インフォレスタ在籍中は、主に、製薬会社向けの医
学情報サービスの営業を担当。そのほか、データベースシス
テム開発や、著作権に関するセミナー講師など16年経験した。



ご相談

F
eatu

re

特
徴

IT専門知識がなくても、専
門スタッフがサポートいた
します。

お客様が抱える課題を潜在
的なものまで掘り下げて解
決しながら、希望の要件、
仕様も⼀緒に検討しながら
作り上げていきます。

システム企画開発 千葉社長による
著作権相談

“伴走型”
コンサルティング

興味深い情報を仲間と共有
したい、プレゼンテーショ
ンの機会があれば少しでも
魅力的に見せたいものだが、
気を付けなければ著作権法
違反となってしまう。

特に注意をすべきポイント
について、基本的な著作権
法から、お客様に合わせて
解説、相談を承ります。

コンサルティング事業
Our Business

こ
ん
な
こ
と
に

お
困
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

リプリント/別刷りについて

出版社のライセンスのもと
で作成されるため、著作権
処理の必要はありません。
価格や納期、必要最低部数
は、各出版社によって異な
りますので、論文をご指定
のうえ当社までお問い合わ
せください。

│ 見積り時の必要情報

論文の書誌事項
部数
表紙の有無
希望の納期
カラー印刷または白黒印刷

REPRIN
T

Flow
開発プロジェクト進行の流れ

設計・開発 導入支援 運用・保守

ヒアリング
調査・分析
概算費用の提示

構築範囲、スケジュー
ル等をご確認して頂き、
正式なお見積りを提出
させて頂きます。

要件定義
基本設計
開発・テスト

経過のご報告・お客様
とのレビューなどを行
い、開発を進めていき
ます。

システム導入
導入支援

開発したシステムをお
客様の環境に導入しま
す。旧システムがあっ
た場合、、データの移
行を行います。

システム導入後の変
更・機能追加対応

バックアップやシステ
ムの稼動確認など定期
的な運用、またトラブ
ル発生時のサポートな
どお客様の日々の運用
をご支援いたします。

コンサルティングを依頼す
る究極の目的は、成果を実
現することであり、そのた
めに準備段階から、立ち上
げ、展開、運用、そして目
的達成。

その先まで、共に伴走いた
します。

社員それぞれで管理している文献を電子的に1つにまとめたい

自社の管理方法に沿った文献管理システムを構築したい

学術集会の演題から自社の製品に関わる講演だけをピックアップして知りたい

社員教育、自己学習のために実務に沿った内容で著作権法を知りたい

製品のエビデンス提供のためにまとまった部数の文献を入手したい

そのほか様々な、相談・著作権法の質問がしたい



著作権許諾取得事業
Our Business

学術論文や書籍に掲載されている図や表を、自社製品のプロモーション資材や教
育資材への転載、2次利用するための使用許諾処理を代行してサポートします。

限られた時間の中で迅速かつ正確に権利状況を確認し、交渉することで、国内外
問わずスムーズな使用許諾取得をお手伝いいたします。

特
徴 F

u
tu

re

こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を

弊
社
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す

多言語著作権処理

国内外問わず、長年培った医
薬・薬学系の許諾取得経験か
ら得た知識を活かして、特別
な知識が必要となる複雑な手
続きも、全て代行いたします。

ネイティブスピーカー対応

海外の協力会社のネイティブ
スピーカーがネイティブなら
ではの表現など生きた英会話
で許諾取得の手続きを行いま
す。国際電話の対応も可能。

許諾書があるから安心です

どこに申請したか、きちんと
許諾は取れているのかという
証明になるのが許諾書です。
国内/海外申請とも、ファイリ
ングしてお渡ししております。

Problem
お悩みの解決

海外への著作権料・使用料は免税の手続きをいたします

著作権料・使用料を海外へ支払いをする際には、20.42%の源泉を徴収します。
支払先の外国法人がある国と日本との間で租税条約※が結ばれている場合には、
租税条約が適用されます。
条約が結ばれている場合、源泉された税金は所定の手続きを行うことで
源泉税率が10%に減免されます。

使用料支払いの際に必要な源泉徴収につきまして、
弊社が当局への届出、および税金の納付をおこないます。

(※ 日本の租税条約締結国は149か国（2022年5月1日現在）)

Withholding Tax
源泉税免税手続きについて

Withholding
Tax

使用予定にある図表の許諾を得る必要があるか確認がしたい

論文に掲載されている「尺度」を使用したい

過去に製作した資材の増刷やWEB掲載を行いたい

至急許諾を取得し、資材に使用をしたい

そのほか様々な、著作物の2次利用について質問・相談がしたい



文献選択

Flow
許諾取得の流れ

概算の見積金額を目安に具体的な図表や部数が確定しましたら、権利者への申請依頼
をご指示ください。
権利者へ申請を行う際に、必要となる情報をWEBにてご連絡ください。
「出典資料のコピー」、「制作見本」も必要情報と合わせて、弊社へお送りください。

申請作業開始・またはキャンセルのご指示Step 2

Step 3

権利者へ申請書類を送付します。
状況に合わせて権利者へコンタクトをとり、迅速に処理を進めます。
出版社・学協会等の権利者から費用や使用条件の掲示がありましたら
「正式見積書」におまとめして、お客様へお知らせいたします。
※以降のキャンセルにつきまして、承ることが出来ません。何卒、ご了承下さい。

権利者からの回答・正式見積書のご提示

Step 4 許諾費用の支払い・許諾取得手続き・ご納品 ※数日～4週間程度

正式見積書をご確認をいただけましたら、許諾書取り寄せをご指示ください。
弊社にて許諾費用の支払い処理をおこない、許諾取得手続きを進めます。
全ての使用許諾を取得いたしましたら、許諾書や支払い証明書、ご請求書等の書類
をお送りいたします。安心してご利用ください。

Tips
概算の御見積について

弊社では、過去の実績やこれまで
培ってきた経験から「見込費用」
を算出して、想定される金額を
「概算の御見積」としてご提示し
ております。

許諾費用は、公開されていないこ
とが多く、権利元へ実際に利用申
請を行い、権利元から回答を得る
ことで許諾費用を確定します。

Considerations
考慮すべきこと

過去の事例から許諾取得に時間を要することが予想される場合、
概算の見積金額のご案内をおこなう際にお伝えいたします。
また、申請開始以降に予想される遅延につきましても、適宜ご相談をいたします。

出版社・学協会等の権利者のほかに、著者への許諾が必要となる場合があります。
その際に、先生のご都合によって大幅に時間を要するケースがございます。
予めご了承くださいますよう、お願い申し上げます。

弊社では、使用開始予定日より最低1か月余裕をみて権利者への申請をお薦めしております。
万が⼀トラブルを防ぐため、使用許諾を得るまで、制作資材の利用開始はお控えください。

文献選択・概算による見積金額のご案内 ※無料です

弊社WEBサイトにて使用予定の文献情報を選択、二次利用方法を入力することで、
著作権処理にかかる経費の概算額を算出致します。
WEBサイトにて概算の見積金額をご確認いただけます。

Step 1

弊社WEBへログイン後、プロジェクトを作成・整理し選択した文献を割り当てることが可能です。

割り当てていただいた文献は、当社専門スタッフが申請先の調査・概算額を算出いたします。

Check



株式会社GENRYU
2021年12月21日
50万円
千葉裕介
〒101-0042
東京都千代田区神田東松下町28
エクセル神田 2A
03-4546-8368
mail@genryu.net

商号
設立
資本金
代表者
所在地

TEL
E-mail

Frequently

A
sked Q

uestions

よ
く
い
た
だ
く
ご
質
問

転
載
と
は
、
引
用
の
範
囲
を
超
え
て
、
既
存

の
出
版
物
な
ど
か
ら
文
章
や
図
表
等
を
別
の
出

版
物
に
掲
載
す
る
こ
と
で
す
。

著
作
権
法
上
の
言
葉
の
ほ
か
に
、
「
あ
る
場

所
に
あ
っ
た
著
作
物
を
、
元
の
場
所
と
違
う
場

所
に
載
せ
る
」
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

転
載
す
る
際
に
必
要
と
な
る
許
諾
に
つ
い
て
、

原
著
者
と
発
行
元
の
両
方
に
利
用
許
諾
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
Question

改
変
と
は
、
元
か
ら
あ
る
も
の
に
変
更
を
加
え

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

一
般
的
な
使
い
方
で
は
、

・
「
内
容
」
を
変
え
る
こ
と

・
「
見
た
目
」
を
変
え
る
こ
と

・
「
内
容
」
と
「
見
た
目
」
の
両
方
を
か
え
る

こ
と
、
が
あ
り
得
ま
す
。

著
作
権
法
と
し
て
、
著
作
物
の
「
見
た
目
＝

表
現
形
式
」
を
変
え
る
こ
と
は
、
無
断
で
行
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

海
外
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
は

許
諾
不
可
に
な
る
理
由
と
し
て
「
改
変
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

「転載」について
教えてください

Question

3
「改変」について

教えてください

著
作
権
法
に
よ
る
と
、
著
作
物
と
は
、

「
思
想
ま
た
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
ま
た
は
音

楽
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
他
人
の
作
品
の

ま
ね
で
な
く
自
分
で
工
夫
し
て
、
言
葉
や
文
字
、

形
や
色
、
音
楽
と
い
う
か
た
ち
で
表
現
し
た
も

の
」
こ
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
す
べ
て

著
作
物
で
す
。

具
体
的
に
著
作
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

(

１)

小
説
脚
本
、
論
文
、
講
演
そ
の
ほ
か
の

言
語
の
著
作
物

(

２)

音
楽
の
著
作
物

(

３)

舞
踊
ま
た
は
無
言
劇
の
著
作
物

(

４)

絵
画
、
版
画
、
彫
刻
そ
の
ほ
か
の
美
術

の
著
作
物

(

５)

建
築
の
著
作
物

(

６)

地
図
ま
た
は
学
術
的
な
図
面
、
図
表
、

模
型
そ
の
ほ
か
の
図
形
の
著
作
物

(

７)

写
真
の
著
作
物

(

８)

映
画
の
著
作
物

(

９)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物

そ
の
ほ
か
に
、

・
編
集
著
作
物
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物

た
と
え
ば
、
百
科
事
典
の
よ
う
に
、
数
多
く

の
項
目
に
つ
い
て
の
解
説
が
載
っ
て
い
る
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
著

作
物
で
す
が
、
百
科
事
典
そ
の
も
の
も
全
体
と

し
て
編
集
著
作
物
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
百
科
事
典
に
ど
う
い
う
項
目
を
載

せ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
載
せ
る
か
な
ど

に
つ
い
て
編
集
す
る
人
が
創
作
性
を
発
揮
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

百
科
事
典
の
ほ
か
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
も
、

編
集
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
編
集
著
作
物
の
う
ち
、
そ
の
内
容
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
簡
単
に
検
索
で
き
る

も
の
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
物
と
保
護
さ
れ

ま
す
。

Question

1 ⼀般に著作物とはどのようなものを指すのでしょうか？

引
用
と
は
、
例
え
ば
論
文
執
筆
の
際
、
自
説

を
補
強
す
る
た
め
、
他
人
の
論
文
の
一
部
分
を

ひ
い
て
き
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
自
分
の
著
作

物
の
中
に
他
人
の
著
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
著
作
権
者
の
許
諾
な
し
に
そ
の

著
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
引

用
と
い
え
る
た
め
に
は
、
「
引
用
の
目
的
上
正

当
な
範
囲
内
」
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
左

記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

(

１)

公
表
さ
れ
て
い
る
著
作
物
で
あ
る
こ
と

(

２)

公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
こ
と

(

３)

報
道
、
批
評
、
研
究
な
ど
の
た
め
の
正

当
な
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

(

４)

引
用
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
の
「
主

従
関
係
」
が
明
確
で
あ
る
こ
と

(

５)

カ
ギ
括
弧
な
ど
に
よ
り
引
用
部
分
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
こ
と

(

６)

引
用
を
行
う
「
必
然
性
」
が
あ
る
こ
と

(

７)

｢出
所
の
明
示
」
が
必
要

自
分
の
著
作
物
が
主
で
引
用
す
る
他
人
の
著
作

物
は
従
た
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。参

考
条
文
：
著
作
権
法
第32

条
、
第48

条

Question

5 「引用」について教えてください

作
図
と
は
、
参
照
し
た
資
料
の
デ
ー
タ
を
元

に
、
新
た
に
図
表
を
描
き
起
こ
す
こ
と
で
す
。

「
～
よ
り
作
図
」
と
い
う
言
葉
は
、
元
と
な

る
資
料
に
は
な
い
も
の
を
独
自
に
作
っ
た
、
と

い
う
こ
と
を
示
す
場
合
に
使
用
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
論
文
の
数
値
デ
ー
タ
か
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
図
表
を
作
図
す
る
場
合
、
写
真
を
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
で
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
す
る
場
合
は
、

許
諾
の
必
要
は
な
い
と
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
論
文
の
数
値
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

数
値
に
関
連
す
る
本
文
が
存
在
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
創
作
性
が
あ
る
著
作
物
だ
と
判
断
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
得
ま
す
。

た
だ
し
、
論
文
本
文
の
内
容
を
抜
き
出
し
て

図
や
表
を
作
成
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
実

験
や
研
究
の
デ
ー
タ
は
、
単
に
客
観
的
な
事
実

を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
創
作
性
は
な
く
、

著
作
物
に
は
当
た
ら
な
い
。
と
い
う
法
律
的
な

解
釈
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Question

6 「作図」について教えてください

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
ラ
イ
セ
ン
ス

(CC

ラ
イ
セ
ン
ス)

と
は
、
著
作
物
の
再
利
用
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
作
品
を
公
開
す

る
作
者
が
「
こ
の
条
件
を
守
れ
ば
私
の
作
品
を

自
由
に
使
っ
て
構
い
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
意
思

表
示
を
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
文
献
は
、

CC

ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
営
利
目
的
の
た
め

の
利
用
（
商
用
利
用
）
に
制
限
を
設
け
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、CC

ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
４
つ
の
条
件
の

組
み
合
わ
せ
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
表
示
（BY)

・
非
営
利
（N

C)

・
改
変
禁
止
（N

D
)

・
継
承
（SA)

表
示
（BY)

の
み
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、

商
用
で
あ
っ
て
も
許
諾
不
要
で
利
用
で
き
ま
す
。

Question

4
Creative Commons 
licenseって何ですか？

会 社 概 要
C o m p a n y
Information


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

